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六、養蚕信仰 

 

 近代養蚕法が確立されるまでは、養蚕はアタリハズレのあるリスクの大きい産業であっ

たから、人々の心にカイコを神様・仏様・「お蚕様」と称して豊繭を祈願する養蚕信仰が流

行していた。 

 多胡村は江戸時代、多胡早生という桑の原産地といわれ、養蚕が盛んであった。この村

の龍源寺では、養蚕の豊繭を祈願した蚕影山像が祀られ、養蚕御札が配られていた。毎年 3

月 23日には御祈祷会をおこない、富岡製紙場開業などにより養蚕製糸業がますます盛んと

なり、明治から昭和のころまで縁日には多くの参詣客で賑わったという。 


